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VR空間を作ってそこに没入する

 360度動画の記録とHMDでの再生（追体験型VR）
 手軽に作れる、自由に見回すことができるが自由な視点移動は出来ない
 立体視の動画は少し敷居が高い（カメラが大きい）

 Spokeを使った作り方 各種アセットの利用
 Hubsでの利用
 Unityに持って行って他の環境での利用



VRの教育への利用

VRを利用する理由は様々

 没入感や臨場感による学習対象への関心度を集中度を高めることが出来る
 一人称視点からの体験の共有ができたり、見回すことができる点を利用
 3次元の物体の形状理解
 これらに、シミュレーション的要素を加えて、操作技能などを習得する。
 これらに、複数人で空間を共有してコミュニケーション能力の向上を図る。



VR教材の構成形態

 素材のいろいろ
 全方位画像で作成された教材
 全方位映像（360度ビデオ）で作成された教材
 CGで作成された教材（CGアニメ、リアルタイムCG）

 学習形態のいろいろ
 個人で学習する
 複数人で協調学習をおこなう

 利用するデバイスは
 スマートフォン・タブレット
 PC（ノート、ラップトップ）
 VRヘッドセット（HMD)



VR360動画の教育応用

必要なもの、
 360度カメラ、編集用PC、スマートフォン、YouTubeアカウント

カメラにGPSや方位センサーが内蔵されているんで、カメラ方向に方向ロッ
クする映像以外に、一定の方角に視線を固定した映像の撮影が可能。カメラ
の周りを被写体が回っているような効果が得られる。

編集での固定方向を定めたり、徐々にパンする映像等を作ることができます。
カメラ付属の編集ソフトや、編集ソフト向けのプラグインを使います。



パラグライダーフライトの360ビデオ



HMDでの視聴






360度実写画像を用いたコンテンツの例



VR空間を作る

 教材の目的に合わせた入れ物を作る方法
 ポスター発表会場
 VR博物館

 どうやって作るか
 Mozilla SpokeのようなWebベースのシーンエディタを使う
 Blenderのような3D CGソフトを使う。アバターを3Dオブジェクトの加工に
も使える。

 Unityを使って構築する。（一番高度だが VRアプリも作ることが出来る）
 商用サービスを利用する Cluster・Engage・VRChatほか多数。



VR空間での空間デザインの例－Arkio



Mozilla Hubs base VR

 オープンソースなので自前でサーバーを立ち上げることができる。
 サードパーティのサービスを利用することも出来る。
 各種プラットフォーム（ブラウザーベース、モバイルデバイス、HMD）
で利用できる。その際、ソフトのインストールは不要）

 少人数でのグループ学習等には向いている。あるいは、オンデマンド型の
学習にも使える。

 多人数でのイベントは工夫が必要（複数のVR空間を用意して負荷分散す
る等の工夫が必要）









検索するといろいろな情報が見つかり
ます。

 Mozilla Hubsでの教材作成は
 大阪工業大学の矢野浩二郎准教授のポータルサイトとFacebookグループが詳
しい。

 NTTのDOORSもHubsベースで参考になる。

 Unityの使い方もインターネットに多く情報があります。



chatGPTの出力



まとめ

 何を教えるかで、どのようなVRプラットフォームを使うかは変わってく
る

 ただし、VRプラットフォームによって開発の難易度はかなり異なる
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